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近年，Web コンテンツの多様化，大容量化が進みそれに伴いアクセスが集中する

コンテンツへの過負荷が問題として持ち上がるようになった．サーバが一つの場合

はコンテンツを取捨選択し負荷を軽減していくしかないが，複数のサーバを用いて

Web コンテンツの配信を行う場合には負荷を分散させる事は可能である．その方法

はアクセス数が均等になるように各コンテンツをどのサーバにおくかを検討し，再

配置を行う事である． 

例えば右図のよう

に３つのサーバがあ

り，サーバ a で過負

荷が起こっていると

する．図の右側のよう

に負荷を分散させる

ためにコンテンツを

再配置するために移

動する手順を決定する． 手順によって移動途中も過負荷状態にならない場合があ

る．その手順があるかないかの判定と，あるならばその手順を求める事を離散最適

化問題として定義したのが本研究で扱う再配置問題である．コンテンツをブロック

としてそれへのアクセス負荷をブロックサイズとする．またサーバをボックスとし

てアクセス負荷の許容量をボックスの容量とすることで表現したものである．すべ

てのブロックのサイズが１であればすべてのブロックを動かせるかどうかの判定

と移動手順の決定は線形時間で求めることができる． 

しかし，特定の制約がない場合再配置問題ではすべてのブロックの移動可能性を

判定することは NP 完全である．本研究では NP 完全である一般の再配置問題に対す

るヒューリスティックアルゴリズムを提案し，性能評価を行った． 
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